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Cindy Levy
これは新しいタイプの災害回復特徴の導入ではないか。   この論文にこれを導入することは適切か。   そうならば、私は、何を行う必要があるか説明するためにそれはラインを越えるものを必要とするだろうと思う。 

Cindy Levy
これは、使用を規則的に使用するためにメカニズムとして認められる、新しい設計思想か。   私は、緊急アクセスモードの使用に関する第2の提案に、より満足している。 
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Cindy Levy
さらに、あなたはネットワークセットアップ、およびさらに攻撃の場合のネットワークの部分を分離する能力を許可する潜水艦ネットワークの使用を指摘したかったか。 
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5.2 B.

IEC 60812 Ed. 1.0 FMEA
NIST SP 800-30

http://csrc.nist.gov/publications/nistpubs/800-30/sp800-30. pdf

ISO 14971:2000:

ISO 17799 2000 -

MIL-STD-1629A 1980 11
24

AS4360:2004
OCTAVE
Wikipedia: http://en.wikipedia.org/wiki/Risk_management
OODA: Observe Orient Decide
IEC 61025
IEC 61882 HAZOP
Carnegie Mellon

2.0
http://www.sei.cmu.edu/pub/documents/99.reports/pdf/99tr029-body.pdf

SAE J-1739
2002 8 1

IHE IHE 2006 8 20

http://www.ihe.net/Technical_Framework/upload/IHE_ITI_TF_White_Paper_Security
Cookbook_PC_2006_08_30.pdf
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